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研究成果の概要（和文）：現職研修プログラムは，観察，事例展開の２段階で演習を実施し，その後の助言が救急処置
における実践力と自信の獲得に重要であった。現職研修プログラムは，個の実践力を中心とした内容が基本であった。
つぎに，養成教育の教職演習で，学生の経験や模擬事例を用いて，エマルゴトレーニングシステムを用いた演習を実施
した。その結果，自己の経験の客観的評価が可能となった。模擬事例による重症例の実践が可能であることなど疑似体
験が実践力に影響し，校内連携の視点までもつことができた。以上から，現職，養成教育において，それぞれのニーズ
に即した判断と対応力の獲得につながるプログラムを構築でき，本研究の成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The advice which observed the present post training program and maneuvered by 2 
stages of the case development, and is after that was important to the practice power in the first aid 
disposal and acquisition of a confidence. The contents which made the practice power of ko the center 
were a basis for the present post training program. Next I maneuvered using Emergo Train System（ETS） 
using student's experience and imitation case by a schoolteaching practice of education education. As a 
result, it became possible to estimate own experience objectively. Vicarious experience could influence 
the practice power and last to the angle of the cooperation in the school an imitation case's can 
practice a serious illness example. The program which leads to the respective judgement in conformity 
with needs and acquisition of ability to respond could be built in the present post and education 
education from the above, and it was possible to get an outcome of this research.

研究分野： 救急医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)近年，学校管理下における児童生徒の負
傷は増加している。そのような中で，学校事
故による負傷が原因で，死亡，障害，後遺症
など痛ましい現実に直面する子どもとその
家族の思いは計りしれない。また，養護教諭
がその職務を全うしたか問われる裁判事例
もある。 
(2)学校における救急処置は，養護教諭の専
門性においても重要な役割であるが，救急隊
や搬送先となる救急医療機関からみると，養
護教諭から要請を受けた救急搬送が一般市
民からの要請の場合と比べて大差はないと
受け止められている。 
(3)救急医療システムにおいて，事故現場で
傷病者を迅速にかつ正確に重症度と緊急度
を判断され，傷病の程度に応じた適切な医療
機関に搬送されることや，搬送の必要のない
傷病者が医療機関に自ら受診することは，救
急医療機関においても重要な意義があると
いえる。養護教諭は，学校における応急手当
に責任をもち，専門教育を受けている人材で
あり，学校管理下における人的・自然災害時
のトリアージにおいても，災害救急のチーム
として有用な人材を育成にもつながる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，救急医学・災害医学のエ

ビデンスに基づいた学校救急処置体制の確
立をめざし，養護教諭の行う救急処置に必要
な判断力と実践力が身につく教育・研修プロ
グラムを構築することにある。その結果，ト
リアージ判断が洗練化され，養護教諭の行う
救急搬送における重症度と緊急度判断の評
価が，救急医療の搬送体制の基準と同等に提
供できる養護教諭の実践力獲得を最終目標
とした。 
 
３．研究の方法 
(1)現職養護教諭の実践力向上にむけた学校
救急処置研修プログラムの構築 
①学校救急処置研修プログラムフォーマッ
ト作成 
1)学校事故と救急処置実践に関する文献検
討による求められる内容の分析 

2)学校事故判例による問題の分析 
3)現職養護教諭への救急処置実践内容のア
ンケート調査（小学校，中学校，高等学校，
特別支援学校） 

4)学校救急処置研修プログラムにおける傷
病と傷病別観察内容の選定 

5) 学校救急処置研修プログラムで展開する
模擬事例とチューターノートの作成 

 
②学校救急処置研修の実施と評価 
1)重症度，緊急度の考え方（トリアージ） 
2)観察内容の説明と根拠の提示 
3)学校で実施可能なフィジカルアセスメン
トの演習 

4)事例展開 

5)事前，事後アンケート実施 
6)理解度到達度評価 
 
③学校救急処置研修プログラムの修正 
1)観察方法の妥当性の確認 
2)観察結果の感度・特異度の確認 
3)対応の妥当性の確認 
 
④学校救急処置研修プログラム修正後の検
証と評価 
1)重症度，緊急度の考え方（トリアージ） 
2)観察内容の説明と根拠の提示 
3)学校で実施可能なフィジカルアセスメン
トの演習 

4)事例展開 
5)事前，事後アンケート実施 
6)理解度到達度評価 
 
(2)養成教育における実践力獲得にむけた学
校救急処置教育プログラムの構築 
①学校救急処置教育プログラムフォーマッ
ト作成 
1) (1)で構築した学校救急処置研修プログラ
ムを基礎として，養成教育向けに重症度・
緊急度の高い内容を選択し学校救急処置
教育プログラムを作成 

2)学校救急処置教育プログラムで展開する
疑似事例とチューターノートの作成 

 
②「教職実践演習－養護教諭－」での学校救
急処置教育プログラム展開と評価 
1)重症度，緊急度の考え方（トリアージ） 
2)観察内容の説明と根拠の提示 
3)学校で実施可能なフィジカルアセスメン
トの演習 

 
③学校救急処置教育プログラムの修正 
1)学生の実践力の到達目標の設定を行い，内
容を修正する。 

 
④学校救急処置教育修正プログラムでの展
開と評価 
1)事例展開 
2)事前，事後アンケート実施 
3)理解度到達度評価 
 
４．研究成果 
(1) 現職養護教諭の実践力向上にむけた学
校救急処置研修プログラムの構築 
①学校救急処置研修プログラムフォーマッ
ト作成 
 現職養護教諭向けの学校救急処置研修プ
ログラムとして挙げるべき傷病は，学校事故
判例から得られた重症度・緊急度の高い「顔
面外傷」，「頭部打撲」，「頸椎・腰椎損傷」，「熱
中症」，「心停止」，「四肢の骨折・外傷」，「ア
レルギー」，「溺水」，「腹部打撲」，「火傷」の
うち，学校事故と救急処置実践に関する文献
検討から得られた「一見してわからない状
態」，「手がかりが少ないもの」，「予測して絞



り込んだ問診」，「学校でできる観察」をもと
に展開が求められる「頭部打撲」，「頸椎・腰
椎損傷」，「四肢の骨折・外傷」，「顔面外傷」，
「胸部打撲」，「腹部打撲」を選択した。フォ
ーマットは，財団法人救急振興財団が作成し
た「救急搬送における重症度・緊急度判断基
準作成委員会報告書」（平成 16 年 3月）の外
傷の重症度・緊急度判断基準に基づき「生理
学的評価」，「解剖学的評価」，「受傷機転」で 
重症度・緊急度を低く見積もることのないよ
う専門家を交えて複数回確認を行い作成し
た。 
 次に，現職養護教諭へのアンケート結果を
もとに，困難感や自信がもてない内容を挙げ
た。「観察方法」，「観察結果の判断」など，
経験年数にかかわらず自己評価は低く，本研
究では，手技への不安と，実施した内容に対
する評価が得られないことに対応する介入
を試みた。 
 
②学校救急処置研修の実施と評価 
 本研究の主旨と，参加は自由であること，
中断しても不利益が生じないことを説明し，
同意を得られた現職養護教諭 30 名を対象と
して研修とアンケートを実施した。アンケー
トは，研究目的でのみ使用することを説明し，
無記名で実施した。調査用紙の提出をもって
同意が得られたとみなすことを伝え，回収し
た。 
 研修会は 120 分とし，「頭部打撲」のプロ
グラムで展開した。まず講義として，1）重
症度，緊急度の考え方（トリアージ），2)観
察内容の講義を実施した。次に，フィジカル
アセスメントの演習を行った上で，事例を提
示しグループディスカッションを実施した。
その後，ロールプレイングによる実際の事例
の経過を実践した。 
 アンケートの結果，「研修はとても役に立
った」27 名（90.0%）、「研修は役に立った」3
名（10％）で満足度は高かった。また，観察
における自己評価結果も事後には有意に上
昇していた(p<0.05)。しかし，事例展開にお
いて，トリアージを基本とした観察方法より
も，フローチャート形式など日頃取り組んで
いる方法で展開しようとしたり，観察しても
その所見へのイメージがつかめない項目の
内容の活用は難しいことが理解できた。 
 
③学校救急処置研修プログラムの修正 
 学校救急処置研修プログラム「頭部打撲」
の観察項目の感度・特異度分析と，学校事故
の頭部打撲の文献と判例を用いて妥当性を
確認した。69事例の展開をトリアージにそっ
て実施した結果，頸椎損傷のチェックが受傷
機転で問診をしなければ気づかないこと，感
度のためには「頸部の痛み」を観察する内容
を追加する必要があった。現在の観察内容で
不要な項目はなかった。 
 研修における事例展開では，校内連携の視
点を追加する必要があった。 

④学校救急処置研修プログラム修正後の検
証と評価 
 修正をふまえて，現職養護教諭 10 名を対
象として，修正版学校救急処置研修プログラ
ムを実施した。観察，事例展開の２段階で演
習を 120 分で実施した。なお，課題として挙
がった観察所見のイメージは，パワーポイン
トでその状態を視覚的に説明したり，参加者
と一緒に観察を行い，診かたを説明し，その
場で理解を確認する質問をしたり，参加者よ
り質問を受ける体制を整えた。以上から，指
導者による説明と指導助言を行う体制や評
価が現職の研修における実践力獲得と自信
に重要であった。現職研修プログラムでは，
校内連携の展開・分析よりも，個の実践力向
上のための内容が基本であった。 
 
(2)養成教育における実践力獲得にむけた学
校救急処置教育プログラムの構築 
①学校救急処置教育プログラムフォーマッ
ト作成 
研究(1)で作成した，現職養護教諭向けのプ
ログラムをもとに，養成教育では教職演習で，
学生の経験や模擬事例を用いて，エマルゴト
レーニングシステムを用いた演習プログラ
ムの作成を実施した。 
 
②「教職実践演習－養護教諭－」での学校救
急処置教育プログラム展開と評価 
 「教職実践演習－養護教諭－」の「救急処
置・救急体制／机上訓練」の活動として，本
プログラムについて 4 回生 30 名を対象とし
て実施した。教職実践インターンシップで経
験した各事例をもちより，対応に至るまでの
プロセスレコードをグループで作成した。担
当教員がチューターとして助言を行い，各グ
ループ毎で根拠を説明しながら全体発表を
実施した。実施後のアンケート調査では，「と
ても理解が深まった」，「深まった」と回答し
た者は 30 名(100%)であり，経験を振り返る
ことが対応に対する評価となったことと，疑
問の解決や気づかなかった側面の発見につ
ながる役割もあった。 
 次に，模擬事例を用いて演習を展開した。 
「頭部打撲」として傷病者への観察の展開は
可能であったが，判断した結果をどのように
対応にいかすかという，学校をイメージした
事故としての状況や連携，救急要請への視点
が低い結果であった。 
 
③学校救急処置教育プログラムの修正 
養成教育におけるプログラムは，個として

の実践力の獲得とともに，養護教諭がコーデ
ィネーターとして他教員に指示を出す，子ど
もの状態を説明する，根拠をもって対応を決
定するプロセスを意識できる事例の展開が
必要であった。 
 
④学校救急処置教育修正プログラムでの展
開と評価 



 模擬事例として事例を展開した。エマルゴ
トレーニングの手法を用いて，校内における
関係者（管理職１名，傷病者の子ども１名，
クラスの子どもとして数名，担任１名，保護
者１名など）の役割をもたせ，事例を展開し
た。その結果，それぞれの役割を意識するこ
と，心情の理解から配慮すべき視点を得たこ
となど，自己の経験の客観的評価が可能とな
った。模擬事例による重症例の実践が可能で
あることなど疑似体験が実践力に影響し，校
内連携の視点までもつことができた。 
 
以上，「現職養護教諭の実践力向上にむけた
学校救急処置研修プログラムの構築」と「養
成教育における実践力獲得にむけた学校救
急処置教育プログラムの構築」を行い，現職
養護教諭と養護教諭養成教育において，それ
ぞれに求められる力量に即した判断と対応
力の獲得につながるプログラムを構築でき，
本研究の成果を得ることができた。 
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